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平成23年 11月 2日

防衛省南関東防衛局

第 17回防衛問題セミナー
大震災に備えて~災害対処の取組みについて~

次第

1 開会の挨拶

南関東防衛局長山本達夫

2 来賓挨拶

神奈川県古尾谷光男副知事

3 第I部:講演

演題 r東日本大震災における自衛隊の活動・任務』
講演者:陸上自衛隊東北方面総監部須藤彰政策補佐官

4 質疑応答

休憩

5 第E部:パネルディスカッション

テーマ r大震災の発生に対する地域防災の在り方について』
コーディネサー:古屋 剛(南関東防衛局企画部長)

パネリスト:神 山光義(神奈川県安全防災局危機管理部災害対策課長)

6 質疑応答

7 閉会

伊藤 賢 司(横浜市消防局危機管理室危機管理部緊急対策課長)

小伊藤優子(拓殖大学大学院生)

須藤 彰(東北方面総監部政策補佐官)

山崎誠一(東部方面総監部防衛部防衛課長)
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福島県いわき市の小名浜サンピーチによ砲し、救!i物質を愉送するヱアク γション艇(LCAC)

各地から集まった教t援物資を後史地に鎗送艦r<に 鎗送艦fくにさき』町陣，l/<宮媛県石巻市議沼地
さき』で筆ぴ、縄出する Eで入浴支撞を実線.血圧刻定も行った

膏II県J¥戸港で地湾探査船fちきゅう』を且学ゆだった小学生を救助

宮媛県経鹿半島で行方不明者の須察活動射すう陣員たち



入治に来ていた子どもに筒りかけコミュニケーンヨンをとる陣白

網島県南相馬市で愉過した教11物置を理ぷ

~ 

被災した高齢者を救I質して亜ぷ陣目たち

給水支復活動では子どもた

ちの笑!J!が見られた

即応予備自衛官や予備自衛官も派遣され、各地で活躍

手こぎポートでがれきが潤う氷上の彼燃を行う



現1輸送航空隙が空中給油愉送慢でさまざまな支樋物資を大量に給送

鎗災者の怠復興.所への移動をCH-47愉送ヘリコプタ 建物の倒績が滋しい地';(で地元の方々とともにがれきの

でサポートする 除去を行う陣員たち

けが人伝どを航空後で掬送し.基地へと彊び込む

悠軒不足が深剖な銭災1也に迅速α愉送で貧献

岩手県の山図甫，)‘学級で蹄負たちが子どもたちに給水活動を行う



福島県双葉郡;/)1江町で、数射性物質を含むき従などの付翁を防ぐタイベックスーツを活問し、授索活動に当たる

遺寵抱'.肉の沿岸部で水中を見ながら彼g持活動 福島鯨莞近〈に水を概んだパージ紛を横付けす
を行う隊員たち る作業を実1Ili

防擁マスクを装着し‘静かに任務を符つ化学科隊員

一‘謙一

原子炉に対して級水活動を行う消防車

A-MB-3 

原発への水段下作集に出発寄る

CH-47ヘリ



ON点

石巻市の公共絡般にてシャワー支揖を実biiofn極的にコミュニケーションをとっていた

北滞俊!l!防衛大臣が米空母Iロナルドレーガンjを防問し、感謝を伝えた

米軍以外の各国軍からの支援

オース卜ラリア
オ ストラリア軍は憧有する4慢のC-17輸送慢のうち1援を

据遣し、3月14日に自国の救助隊員75人と救助犬2匹を日本

に輸送した龍、3月25日に帽固するまでの"日間水などの

敢揖物資、沖縄県那覇市町陸上自衛隊第15旅聞の輸送を行った.また.3月22

日にはさらに2慣のC.17を用いて原罪対応のための高E抽水ポノブを自国から

償国飛行場へ緊急輸送した.

IQ- '司品
、司..，::，

韓国
韓国軍I~C- 1 30輸送槽により、 3月 1 4日に救助隊員 1 02人を

日本に輸送したほか.日韓間で物置の柚送を行った。
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一-一イスラエル
宇 イスラエ川J月間こ医揮チ吋派遣し、3月29日か

ら4月10固まで宮城県南三陸町で除膚活動を行った。

・・圃・圃・・・・

• .一フランス国防省は、3月22日、原子力出番組遣活動中由自衛隊を主慢するため、防衛留に対し雄射能防磁服1000置

を無情で提供することをま定し.陸上自衛隊が畳け入れた.



宮媛県石各市の大街温小学慢でがれき除去作業.任務完了後に地元町方々と配念婦彫

米軍と陸上自衛隊が泡カして数値物資などの蛤 石巻市の青葉中学俊で行われた米軍による慰問

送支復を行う 演奏.多くのel震が集まった

米軍の隊員とハイタッチを行っている子ども。こうした交混が各地で見られた

朱'"と陸よ自衛隊生徒らによる右各工集荷径の室内ヘドロ除去作業



「自衛隊の相本大震災での活動実績…
escue 

;人命救助なと

ranspo同
J物資などの輸送

uppo吋
吻生活支援

ー人命救助

: 1万9286人(全体の約nm)
ご逃体収容

9505体(全体の約6itリ)

:ご巡体搬送 1004体

:物資などの揃送

1万3906トン
医療チームなどの輸送

2万240人

忠者輸送 175人

給水支援

:3万2284トン(最大約200カ所)
給食支援

500万5484食(最大約100カ所)

燃料支援 1396キロリットル
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人員約10万7000人 l航空機約540機 艦艇59隻 :道路啓附 322キロメートル

来日本大混災から3[1後の3JJI4日に編成された

際'pli・空各自衛隊による統合任務部隊l主、
7月'"に制成両手総されました。

引き続き各自衛隊I主、東北地}jの被災地の}j々 のために、

生活支援をはじめとした活動に取り組んでいきます。

防衛省で聞かれた虫害対策本舗会1債の綿子 損害対策本級会1慢で錫成解除の命令容を援す

北薄俊焚防衛大臣

発行防衛省大震官房広報課(2011年8月)
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